



















































































































































































































lag 、4C PAC Q－s‘α’ Prob
1 0，027 0ρ27 0．0397 0，842
2 0，056 0，056 0．2176 0，897
3 0，235 0，233 3．3804 0，337
4 一〇．008 一〇．021 3．3842 0，496
5 一〇．028 一〇．055 3．4301 0，634
6 0，211 0．17 6．1509 0，406
7 一〇，097 一〇ユ02 6．7336 0，457
8 一〇．137 一〇．15 7．9276 0，441
9 0．06 一〇．001 8．1607 0，518
10 一〇．102 一〇つ44 8．8502 0，546
を見て分かるように，予測誤差は系列相関していないことが分かる。偏りについては予測誤差を
定数回帰した場合の定数のt値は0．149であり，5％の有意水準でゼロとは異ならない。
4．おわりに
　本稿では，合理的期待を仮定した確率的な非線形FLモデルを，確実性等価や線形近似という
制約なしに解く手法について説明した。また，この手法を使った分析例として，新古典派成長モ
デルの実証分析を行った。結果については，あまり良いものを得られなかった。ただし，ここで
の分析は最も簡単なバージョンの成長モデルであったことに注意されたい。今後は，より洗練さ
れたモデルで実証を行う必要があるだろう。
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　最後に，本稿で紹介した解法は扱えるモデルが多いというメリットがある一方で，繰り返し計
算をかなりの程度行う必要があるため，モデルが複雑になるほど解を得るまでの時間を多く必要
とするというデメリットがある。このことについては，コンピュータの性能がある程度解決して
くれるとはいえ，シミュレーションをする際には注意が必要となろう。
補　論
　分析例のプログラム
　以下に3節の命析で使用したMatlab用のプログラムを記す。なお，　Step　3の段階で固定され
てしまうEo（YT＋11Ω．），この例ではE2003、4［v2。04，1］については，β一1c葡、4とオイラー方程式（8）
から適切な値を求められるので，この分析においてはStep　4は必要ない。また，以下のプログ
ラムでは，Step　3における収束条件が満たされるまで計算を繰り返すというものではなく，十
分大きな回数のType　II　iterationを行い，その後で，収束条件を確認するという手法をとって
いる。
パラメータの設定
　　beta＝0．98；割引率
　　alpha＝0．3；資本分配率
　　delta＝0．02；資本減耗率
　gamma＝0．5；相対的リスク回避度（＝代替の弾力性の逆数）
const＝0．0570；（12）式の定数項
　　tre＝O．OOO2；（12）式のトレンド係数
　　ar＝0．6689；（13）式の自己回帰係数
　　　time＝53；求解期間（＝T）
　　　mc＝100；Step　3におけるNの数
　　　ite＝1000；Type　lI　iterationの回数
変数ベクトル（あるいは行列）の作成
　　shock＝zeros（time，1）；技術ショック
　　　　　y＝zerOS（time，1）；産出
　　　　　C＝zeros（time，1）；消費
　　　　　i＝zeros（time，1）；設備投資
　　　　　k＝zeros（time，1）；資本ストック
　　　　　r＝zeros（time，1）；実質利子率
　　　v＝zeros（time＋1，1）；（11）式で定義されるン（FL変数）
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　　　　w＝zeros（time，　1）；所得
vcalc＝zeros（time＋1，　mc）；合理的期待誤差ベクトルを格納する行列（列はStep　3の各N
　　　　　　　　　　　　　　に対応している）
　　　　　so＝ones（mc，1）；要素が全て1のベクトル（ベクトルの要素の和の演算に使用）
　rn　・＝　random（‘Normall　O，0．034，　time，　mc）；技術ショック（N（O，　O．OOO5）に従う確率変数）
初期値の設定
k（1，1）＝0．221；
v（：，1）ニ1／（beta＊0．028417435＾gamma）；
vcalc（time十1，：）＝0；
外生変数ベクトル
sfix＝［O．OOO214565
0．000849734
●
?
●
0．000761412
0．001479449］；
nx＝［0．001964
0．002032
●
●
●
0．003050　，
0．003115］；
技術ショック
純輸出＋政府支出
Step　2の計算
for　j＝＝2：time
　　　　trend（j）＝const十tre＊（j）；
　　　　y（」）＝（trend（j）＋sfix（j））＊k（j－1）＾alpha；
　　　　c（j）＝（beta＊v（j＋1））＾（－1／gamma）；
　　　　r（j）＝alpha＊y（j）／k（j－1）；
　　　　w（j）＝y（j）・r（j）＊k（j・1）；
（9）式に対応
（3）　〃
（8）　〃
（4）　〃
（5）　〃
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i（j）＝w（」）＋r（j）＊k（j－1）－c（j）・nx（j）；　　　　（6）式に対応
k（j）＝（1・delta）＊k（j－1）＋i（j）；　　　　　　　　　　　　（7）　　〃
（150）
end
Step　3の計算
for　b＝1：ite　　　　　　　Type　II’iteration
kfix＝k；　　　　　　情報Ωの固定
　　for　a＝1：mc　　IV回の繰り返し計算
　　　　　for　j＝2：time
　　　　　　　　trend（」）＝const＋tre＊（j）；
　　　　　　　　y（j）＝（trend（j）＋ar＊sfix（j－1）＋rn（j，a））＊kfix（j－1）＾alpha；
　　　　　　　　c（j）＝（beta’v（j＋1））＾（－1／gamma）；
　　　　　　　　r（j）＝alpha＊y（j）／kfix（j－1）；
　　　　　　　　w（j）＝＝、y（j）・r（j）＊kfix（j・1）；
　　　　　　　　i（j）＝w（j）＋r（j）＊kfix（j・1）－c（j）－nx（j）；
　　　　　　　　k（j）＝（1－delta）＊kfix（j－1）→－i（j）；
　　　　　vcalc（j，　a）＝（1－delta＋r（j））／（c（j）＾gamma）・v（1）；　　合理的期待誤差の計算
　　　　　end
　　end
V＝VCalC＊SO／mC十V；期待値のアップデート
アップデートした期待値に基づいた解の計算
　　　　　for　j＝2：time
　　　　　　　　trend（j）＝const＋tre＊（j）；
　　　　　　　　y（j）＝（trend（j）＋sfix（j））＊k（j－1）＾alpha；
　　　　　　　　c（j）＝（beta＊v（j＋1））＾（・1／gamma）；
　　　　　　　　r（」）＝alpha＊y（j）／k（j・1）；
　　　　　　　　w（j）＝y（j）・r（j）＊k（j－1）；
　　　　　　　　i（j）＝w（j）＋r（j）＊k（j－1）－c（j）－nx（j）；
　　　　　　　　k（j）＝（1－delta）＊k（j－1）＋i（j）；
　　　　　vcalc（1，　mc）＝（1－delta＋r（j））／（c（j）＾gamma）・v（j）
　　　　　end
　　end
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